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山岡亮一教授略歴

明治42年 (1909) 2月10日 京都市に生まる

昭和2年 (1927) 3月 京都府立京都第一中学校卒業

昭和3年 (1928) 4月 第三高等学校入学

昭和6年 (1931) 3月 同校卒業 d

4月 京都帝国大学経済学部入学

昭和 9年 (1934) 3月 同大学学土試験合格

4月 京都帝国大学大学院入学，農業経済学専攻

5月 京都帝国大学経済学部副手

昭和11年 (1936) 3"Jl 京都帝国大学大学院退学

3月 京都帝国大学経済学部講師

昭和13年 (1938) 9月 応召歩兵第九聯隊補充隊に入隊

昭和17年 (1942)12月 召集解除

昭和18年 (1943) 2月 満州国へ出張(同年3月まで〉

昭和19年 (1944) 7月 応召歩兵第三十七部隊入隊(台湾高雄勤務〕

昭和21年 (1946) 3月 帰還・復員

8月 教員適格と判定せらる

9月 京都帝国大学助教度(経済学部〉

昭和24年 (1949) 8月 京都大学教授(吉田分校勤務〕

昭和25午 (1950) 2月 京都大学補導委員(同年10月まで〉

昭和27年 (1952) 5月 京都大学経済学部勤務

昭和28年 (1953)10月 京都大学学生部委員(昭和29年9月まで〉

昭和29年 (1954) 7月 京都大学附属図書館商議会商議員(昭和田年6月まで)

昭和31年 (1956)10月 京都大学学生部委員(昭和32年9月まで〉

昭和32年 (1957) 4月 京都大学評議員(昭和32年12月まで〕

昭和33年 (1958) 1月 ドイツ連邦共和国へ出張

昭和34年 (1959) 3月 帰朝

10月 京都大学学生部委員(昭和35年9月まで)

昭和35年 (1960) 7月 京都大学評議員〈昭和37年 l月まで)

京都大学大学院審議会審議員

11月 京都大学建築委員会委員

昭和37年 (1962) 1月 京都大学経済学部長・評議員(昭和3R年 1月まで〉

アメリカ研究センター運営委員会委員
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昭和37年 (1962) 6且

12月

昭和'"年 (1963) 1月

6月

8月

昭和39年 (1964) 3月

昭和40年 (1965) 6月

昭和41年 (1閉め 6且

昭和43年 (1968) 1月

昭和44年 (1969) 4月

7月

12月

昭和45年 (1970) 1且

昭和46年 (1971) 8月

9月

昭和47年 (1972) 1月
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京都大学東南アジア研究計両準備委員会委員〈昭和38年 1

月まで)

京都大学経済研究所協議員〔昭和田年1月まで〉

京都大学評議員(同年3月まで〕

京都大学建築委員会委員(周年3月まで〕

京都大学大学院審議会審議員(同年3月まで〉

国立大学協会第3常置委員会専門委員

アメリカ合衆国へ出張

帰朝

京都大学学生部長(昭和40年 7月まで)

国立大学協会第6常置委員会専門委員(昭和42年 6}jまで)

京都大学附属図書館商議会商議員(昭和43年 1月まで〕

京都大学経済学部長・評議員(昭和44年 1月まで)

京都大学経済研究所協議員(昭和44年1月まで〕

京都大学創立70周年記念事業学内実行委員会委員

京都大学学生懇話委員(昭和45年 3月まで〕

京都府農業問題協議会会長(現在に至る〕

京都府都市計画審議会委員(昭和46年11月まで)

京都大学評議員(同年7月まで〕

京都大学大学院審議会審議員〔同年7月まで)

高知大学学長・評議員〔現在に至る〉

市立大学協会第2常置委員会委員(現在に至る)

京都大学教授に併任せらる

日本学術会議第9期会員(現在に至る〕


